4月20日FM開局記念講演紹介文情報
テーマ：　低平地に住む私たちは災害とどう向かい合うか

講師：大同大学准教授　鷲見哲也

	　東日本大震災から2年。20回余り通っている岩手県大槌町の被災地を例に，災害前から現在まで何が起きているのか，海部地域と同じ低平地での状況の一端をお話しします．
　そして改めて，海部地域という低平地が抱える災害，特に豪雨による川の氾濫，台風の高潮，津波といった水災害の危険について改めて見つめ知ることから始めます．「どうすればいいか」を考えることは，「私たちはどんなところに住んでおり，どんなことが起こるのか」ということを知ることから始まります．専門の立場からの解説だけではなく，まず私たちが自ら情報を集め，自ら考えることの大切さについても語ります．

　また，自らの東北での体験から，コミュニティFMのようなローカルメディアの重要性についても触れます．




以降はすでに送付済みの鷲見の紹介情報です．必要であれば適当に利用してください．
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鷲見哲也（すみ　てつや）　1968年（昭和43年）　岐阜市生まれ

大同大学准教授（工学部建築学科土木・環境専攻）

専門は、水文学（すいもんがく）。

小学生時代に昭和51年安八豪雨災害を経験。

名古屋大学工学部土木工学科卒業、博士課程を経て、同大工学博士。名古屋大学講師等を経て現職。水循環や水災害に関する科目等を担当。

　名古屋大学在籍中に２０００年東海豪雨の調査・研究。
　近年はゲリラ豪雨災害など、中小河川の豪雨氾濫の災害時に現地に出かけ、調査を行なっている。

　東日本大震災以降、岩手県大槌町被災地に２０回以上通い、現地での津波氾濫・地盤沈下の調査などを実施。

　伊勢湾・濃尾平野においては、TNT協議会（東海ネーデルランド高潮・洪水対策協議会）のファシリテータとして活動しており、大型台風来襲時の高潮洪水の広域氾濫において国・県・市町村、ライフライン・インフラ等各種機関などが広域避難・対応をどのように連携して行うのかについて議論の整理に携わっている。

　また、先日の福田川周辺の豪雨においても、メディアにおいて海部地域が抱える水災害対応の背景について解説を行っている。




